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事務局（山形県）

事業目的・概要
単独では取り組みの難しい中小企業のDXを産学官⾦で伴⾛
支援し、県内企業の競争優位性の確⽴、ひいては県内産業の
活性化を図ります。

 セミナー等によるDXの普及啓発（面的支援）と、DXにかかる
現状分析から実⾏計画の策定・実⾏支援までの伴⾛支援
（個別支援）を⾏います。

重要業績評価指標（KPI)
本事業を通じて、毎年、DX推進計画を策定して計画的にDXに
取り組む企業を4社程度創出します

今後の展開
県内企業が⾃⽴してDXの取組みを進められるよう、取組み初期
の2年間を集中的に伴⾛支援します。

(1年目)DX推進計画策定支援→(2年目)DX推進計画実⾏支援
→（3年目〜）⾃⽴してDXの取組みを推進

山形県DX推進ラボによるDX創出までの伴走支援

 事業調整、PR、案件の関係機関へのつなぎ等

各フェーズにおいて
産学官⾦連携し、多面的かつきめ細やかな支援を実施

【大学、研究機関等】
山形大学、鶴岡⼯業⾼等専門学校、県⽴産業技術短期大学校
【⾦融機関】
山形銀⾏、荘内銀⾏、きらやか銀⾏
【産業支援機関】
県⼯業会、県情報産業協会、県商⼯会議所連合会、県商⼯会連合会、
県中小企業団体中央会、県企業振興公社、県産業技術振興機構、
県信用保証協会、庄内地域産業振興センター、県⼯業技術センター、
フィデア情報総研、県観光物産協会
【⾏政機関】
山形県（事務局）

（面的支援）
DXの普及啓発

• セミナーの開催
• 関係機関連携に
よるアウトリーチ

（個別支援）
DX推進計画の策定・実⾏

• 社内DXレベル診断支援
• DXの構想、ロードマップ等を定
めたDX推進計画策定支援

• 計画実⾏の経費支援

⾼等教育機関

研究機関、公設試

産業支援機関

⾦融機関 業界団体
（⼯業・情報サービス）

山形県DX推進ラボ

知る〜使うまでを⼀体支援
参加プレイヤー（19機関）


